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本報告では，オランダ領東インド（以下蘭印）においてメッカ巡礼に際して導入された

メッカ・パス（巡礼用旅券）の変遷をたどることから，植民地権力による巡礼の管理・

制度化の過程を検討する。 
近年，帝国の影響下での巡礼の変遷・制度化を検討する研究がみられるようになってき

ている(Motadel: 2016)。植民地権力の浸透にともない展開していった航路整備，検疫，

領事館開設，監視など研究の対象は多岐にわたる。なかでも Eric Tagliacozzo (2013)，
あるいは Michael Christopher Low による研究(2020)は代表的なものといえよう。 
しかしながらメッカ巡礼の研究においてメッカ・パスに焦点を当てた研究は意外に少な

い。Low の研究(2020)には，’Passports and Tickets’と題する章が割かれているものの，

その内容はトーマス・クックによる英領インドでの巡礼のパッケージ化をめぐる展開が

主であり，メッカ・パスについては検討されていない。他方，蘭印については國谷によ

る先駆的な研究が存在しているものの(國谷: 2004, 2008)，対象とする時期が限定的であ

りメッカ・パスの全体像については検討の余地が残る。 
 本報告は，國谷による研究を継承・発展させつつ，メッカ・パスを通時的に検討する

ことにより，様式の変遷からうかがえる巡礼制度化の特徴について指摘したい。 
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